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決算がまとまりました
コスモストーク結果概要
カメラマンフォト日記
あいおいえんじぇるず



問財政課財政係☎㉓7127

一般会計歳入 168 億 7,196 万円

まとまりました
５億1,205万円

実質収支
　　黒字額

用語解説

●市　　　税 市民税、固定資産税、
軽自動車税など

●繰　入　金 収入不足を補うために
基金から取り崩すお金

●使用料及び
手数料

施設利用や証明書など
の発行時に徴収するお
金

●地方交付税 全国一律の行政サービ
スを受けるため、国か
ら配分される税

●市　　　債 大きな事業を実施する
場合などに、必要な財
源を調達するための借
金

●国・県支出金 国や県が使い道を指定
して交付するお金

市税（25.7%）
43億3,847万円
市税（25.7%）
43億3,847万円

繰越金（5.5％）
9億2,889万円
繰越金（5.5％）
9億2,889万円

地方交付税（20.2％）
34億833万円
地方交付税（20.2％）
34億833万円

国・県支出金（16.7％）
28億1,420万円
国・県支出金（16.7％）
28億1,420万円

市債（17.8％）
30億644万円
市債（17.8％）
30億644万円

その他交付金（4.1%）
6億9,681万円
その他交付金（4.1%）
6億9,681万円

繰入金（5.1％）
8億5,228万円
繰入金（5.1％）
8億5,228万円

財産収入（0.6％）
1億575万円
財産収入（0.6％）
1億575万円

使用料及び手数料（1.6％）
2億6,001万円
使用料及び手数料（1.6％）
2億6,001万円

その他（分担金及び負担金、
寄附金）（0.8％）1億3,067万円
その他（分担金及び負担金、
寄附金）（0.8％）1億3,067万円

諸収入（1.3％）
2億2,559万円
諸収入（1.3％）
2億2,559万円

地方譲与税（0.6％）
1億392万円
地方譲与税（0.6％）
1億392万円

歳 入

自
主
財
源

依
存
財
源

一 

般 

会 

計

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
決
算
額
１
６
８
億
７
，

１
９
６
万
円
、
歳
出
決
算
額

１
６
３
億
２
，
４
０
５
万
円
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
が

５
億
４
，
７
９
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
す
財
源
３
，
５
８
６
万

円
を
差
引
し
た
実
質
収
支
は
、

５
億
１
，２
０
５
万
円
と
な
り
、

黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　
歳
入
は
、
市
が
自
主
的
に
調

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
税
や

使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
と
、

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な

ど
、
国
・
県
の
決
定
に
基
づ
く

依
存
財
源
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
文
化
会
館
建

設
事
業
等
に
か
か
る
国
庫
支

出
金
や
市
債
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
、
21
億
５
，

１
９
２
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
財
源
の
割
合
が

40
・
６
％
、
依
存
財
源
が
59
・

４
％
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
依

存
財
源
が
自
主
財
源
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

■
歳
出

　
歳
出
は
、
人
件
費
や
扶
助
費

な
ど
、
そ
の
支
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
義
務
的
経
費
と
、

補
助
金
や
社
会
資
本
の
整
備
に

要
す
る
建
設
事
業
費
な
ど
、
市

が
任
意
で
支
出
で
き
る
任
意
的

経
費
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
文
化
会
館
建
設

事
業
等
に
か
か
る
建
設
事
業
費

な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
、
25
億
３
，
２
９
０
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
実

施
の
給
食
無
料
化
を
は
じ
め
と

す
る
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
は
2
億
８
，

１
６
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。※

グ
ラ
フ
お
よ
び
表
に
つ
い
て
は
、

1
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま

す
の
で
、
合
計
額
な
ど
が
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「あいさつで　絆深まる　地域の輪」 22016. 12広報



多くの人が並んだ元気アップ商品券発行初日

新しくできた那波東公園

相生市の決算が

一般会計歳出 163 億 2,405 万円

　平成27年度の決算がまとまりました。市にどのくらいのお金が入り、主にどのような事
業に使ったのかを報告します。さらに、この決算を通して、市の財政状況の概要を皆さん
にお知らせします。

教育費（26.1％）
42億6,550万円
教育費（26.1％）
42億6,550万円

民生費（24.3％）
39億5.936万円
民生費（24.3％）
39億5.936万円

公債費（9.7％）
15億7,835万円
公債費（9.7％）
15億7,835万円

衛生費（6.7％）
10億9,909万円
衛生費（6.7％）
10億9,909万円

消防費（5.4％）
8億7,502万円
消防費（5.4％）
8億7,502万円

総務費（11.7％）
19億1.346万円
総務費（11.7％）
19億1.346万円

土木費（11.3％）
18億4,637万円
土木費（11.3％）
18億4,637万円

目的別
歳　出

農林水産業費（2.6％）
4億2,680万円
農林水産業費（2.6％）
4億2,680万円

議会費（1.1％）
1億7,810万円
議会費（1.1％）
1億7,810万円

その他（1.1％）
1億8,200万円
その他（1.1％）
1億8,200万円

用語解説

●教　育　費 教育関係に要する経費

●民　生　費 福祉など安定した社会生
活を保障するための経費

●総　務　費 市の各種計画の策定や推
進、内部管理などの経費

●土　木　費 道路、河川、公園などの
建設や維持に要する経費

●公　債　費 借入金の返済に要する経費

●衛　生　費 衛生的な生活環境を保持
するための経費

●消　防　費 災害防除または災害が生
じた場合の被害を軽減す
るための経費

●農林水産業費 農林漁業の振興を図るた
めの支援や生産基盤設備
などの経費

主 

な 

事 

業

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
主

な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
相
生

市
文
化
会
館
「
扶
桑
電
通
な
ぎ

さ
ホ
ー
ル
」
を
竣
工
し
、
今
年

４
月
に
開
館
し
ま
し
た
。ま
た
、

温
水
プ
ー
ル
「
コ
ス
モ
ス
」
の

吊
り
天
井
の
改
修
や
元
気
ア
ッ

プ
商
品
券
の
発
行
、
中
央
市
民

プ
ー
ル
跡
地
を
活
用
し
た
那
波

東
公
園
の
整
備
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

事業名 金　額

扶桑電通なぎさホール建設事業 28 億 3,673 万円

温水プール吊り天井改修事業 6,586 万円

元気アップ商品券発行事業 5,193 万円

防犯カメラ設置事業 80 万円

消防団広域通信機器整備事業 1,931 万円

那波東公園整備事業 4,027 万円

3 2016. 12広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



特 

別 

会 

計

公
営
企
業
会
計

会　計　名 歳入決算額Ａ 歳出決算額Ｂ 形式収支
Ｃ＝Ａ－Ｂ

一般会計
繰入金

国 民 健 康 保 険 46億3,808万円 44億6,173万円 1億7,635万円 2億7,975万円

公 共 下 水 道 事 業 28億1,513万円 28億1,363万円 150万円 11億2,924万円

看 護 専 門 学 校 1億93万円 1億93万円 0万円 5,870万円

農業集落排水事業 4億5,939万円 4億5,939万円 0万円 2億3,517万円

介 護 保 険 27億3,341万円 26億9,225万円 4,116万円 3億7,393万円

後期高齢者医療保険 4億4,078万円 4億4,031万円 47万円 9,385万円

合　　　計 111億8,772万円 109億6,824万円 2億1,948万円 21億7,064万円

会　計　名 収　益 費　用 当期純利益 一般会計補助金

病 院 事 業 6億4,486万円 6億6,061万円 △1,575万円 8,123万円

特 別
 

会 計

公 営
企 業 
会 計

基　金 27年度末現在高

財 政 調 整 基 金 24億1,439万円

減 債 基 金 4,034万円

そ の 他 基 金
（ 特 別 会 計 含 む ） 12億5,579万円

合 計 37億1,052万円

基金現在高（貯金）

会　計　名 27年度末残高

一 般 会 計 156億5,395万円

公共下水道事業特別会計 157億4,297万円

農業集落排水事業特別会計 33億7,804万円

病 院 事 業 会 計 4,543万円

合 計 348億2,039万円

地方債残高（借金）

　地方債は、家庭で例えると借金に当たりま
す。相生市の全会計の地方債残高は、昨年度
と比較して約9億4千万円増加し、約348億2,039
万円となりました。(市民1人当たり約115万円)

　相生市全体の基金現在高は、昨年度と比
較して約3億7千万円減少し、約37億1,052万
円となりました。（市民1人当たり約12万円）
　災害などの緊急時や大幅な税収減などの
不測の事態に備えるためのお金である財政
調整基金は、前年度より約2億2千万円減少
しました。

財
産
の
状
況

　
特
別
会
計
は
、「
保
険
料
や

使
用
料
な
ど
の
収
入
」
で
行
う

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
お
金
の

流
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
の
会

計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
計
に
よ
っ
て
は
、

保
険
料
や
使
用
料
収
入
だ
け
で

は
歳
入
不
足
と
な
る
場
合
が
あ

り
、収
支
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

そ
の
不
足
す
る
経
費
を
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
は
、
事
業
形

態
が
民
間
企
業
と
類
似
し
、
そ

の
会
計
独
自
の
収
益
を
も
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、
相

生
市
で
は
、
市
民
病
院
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。
病
院
事
業
に

お
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
安
定
的
な
運
営
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
補

助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
相
生
市
の
財
産
（
地
方
債
残
高
お
よ
び
基
金
現
在
高
）

の
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「広げよう　あいさつの輪　自分から」 42016. 12広報



（単位：％）

区　　　分 資金不足比率 経営健全化基準26年度 27年度
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 － － 20.00
農業集落排水事業特別会計 － － 20.00
病 院 事 業 会 計 － － 20.00

資金不足比率

　資金不足比率は、自治体が運営する公営企業の健
全度を測る指標で、公営企業会計における資金の不
足額（実質赤字額や、流動負債から流動資産を差し
引いた額）の事業規模（受託工事収益額等を除く営
業収益額）に対する割合です。相生市の公営企業会
計では、いずれも資金不足額はありません。

（単位：％）

健全化判断比率

区　　　分 26年度 27年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － －   13.71 20.00
連結実質赤字比率 － －   18.71 30.00
実質公債費比率   13.0  13.8   25.00 35.00
将 来 負 担 比 率 111.2 142.3 350.00 －

　実質赤字比率や連結実質赤字比率については、赤字が生じてい
ないため、問題ありません。また、実質公債費比率や、将来負担
比率も、早期健全化基準を下回っています。
 　県下29市との比較は、実質公債費比率は25位、将来負担比率は
27位となっています。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字であり比率がないため、「－」

　で表示しています。

※早期健全化基準（イエローカード）および財政再生基準（レッドカード）

の数値を超えた場合、「財政健全化計画」を作成し、計画の実施状況を毎

年度公表しなければなりません。また、財政再生基準の数値を超えた場

合においては、地方債の借入に制限がかかります。

・実質赤字比率

　一般会計などにおける実質赤字額が標
準財政規模（市町村が自由に使える財源
の標準的な規模）に対してどのくらいに
なっているのかを示す比率

・連結実質赤字比率

　すべての会計を合算し、実質赤字額の
合計が標準財政規模に対してどのくらい
になっているのかを示す比率

・実質公債費比率

　一般会計だけでなく、公営企業会計な
どに対する繰出金など、実質的な借金の
返済額が標準財政規模に占める割合を示
す指数

・将来負担比率

　将来負担すべき実質的な負債の標準財
政規模に対する比率。数値が高いと、将
来の財政運営が圧迫されます。

財 

政 

指 

標

今
後
の
財
政
運
営

　
全
国
の
地
方
公
共
団
体
で

は
、
財
政
の
早
期
健
全
化
・
再

生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
統
一

的
な
指
標
が
定
め
ら
れ
、
そ
の

指
標
に
基
づ
き
各
自
治
体
の
財

政
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
指
標
と
な
る
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
る
区
分
は
、
下
記

の
４
つ
の
指
標
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
で
も

早
期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
る

と
「
早
期
健
全
化
団
体
」
と
な

り
、
将
来
負
担
比
率
を
除
く
３

つ
の
指
標
値
の
い
ず
れ
か
ひ
と

つ
で
も
財
政
再
生
基
準
以
上
に

な
る
と
「
財
政
再
生
団
体
」
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
、
公
営
企
業
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
資
金
不
足
比
率
が
経

営
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」
と
な
り

ま
す
。 

　
平
成
27
年
度
決
算
に
関
し
て

は
、多
額
の
財
政
調
整
基
金（
貯

金
）
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ

り
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て

は
、
約
２
億
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
文
化
会
館
な
ど
に

か
か
る
建
設
事
業
費
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
社
会
保
障
費
に
加

え
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対

す
る
改
修
経
費
な
ど
の
増
加
も

見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
厳
し
い
財

政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
の
5
年
間
に
お
け
る
「
第

3
期
相
生
市
行
財
政
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
、
実
質
単
年
度

収
支
の
黒
字
化
、
財
政
調
整
基

金
の
安
定
し
た
確
保
を
見
据
え

た
、
堅
実
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

5 2016. 12広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！
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市
民
と
協
働
で
築
き
あ
げ
る
ま
ち
づ
く
り

陸自治会館で市長が施政方針を説明

子
育
て
・
教
育

　
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
市
と
地
域
の
皆
さ
ま
が
直
接
意
見
交
換

を
行
い
、
市
の
将
来
を
一
緒
に
考
え
る
「
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
施
結
果
概
要
は
、

各
自
治
会
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
で
の
代
表

的
な
ご
意
見
と
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
毎
年
、
広
報
あ
い
お

い
10
月
号
で
標
準
学

力
調
査
結
果
を
掲
載
し
て
い

Ｑ
子
ど
も
の
学
力
は
広

報
紙
で
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
体
力
に
つ
い
て
も
公

表
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

る
。
ご
意
見
を
受
け
、
全
国
体

力
・
運
動
能
力
調
査
の
結
果
を

公
表
し
た
。

　
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年

生
ま
で
の
全
て
の
学
年
で
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
小
学
5

年
生
と
中
学
2
年
生
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
調
査
さ
れ
、
取

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
市
の

結
果
と
し
て
は
、
男
子
は
全
国

平
均
並
み
、
女
子
は
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

「あいさつは　えがおといっしょに　わたしから」 62016. 12広報



コ クートスモス

外国人指導講師による英語教育

佐渡裕さんが指揮した文化会館でのコンサート

健
康
・
福
祉

Ｑ
幼
小
中
一
貫
教
育
な

ど
市
の
教
育
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
こ
れ
ま
で
は
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程
に
基
づ

い
た
独
自
の
教
育
を
行
っ
て
い

た
。
幼
小
中
一
貫
教
育
は
、
各

中
学
校
区
ご
と
に
12
年
間
を
見

通
し
た
「
目
指
す
子
ど
も
像
」

を
作
り
、
そ
れ
を
目
指
し
た
教

育
を
進
め
る
こ
と
で
、
ベ
ク
ト

ル
を
そ
ろ
え
て
一
貫
し
た
ス
ム

ー
ズ
な
指
導
を
行
う
点
に
違
い

が
あ
る
。
昨
年
度
か
ら
推
進
し

て
お
り
、
各
中
学
校
区
で
幼
小

中
の
交
流
や
合
同
授
業
・
出
前

授
業
な
ど
、
工
夫
し
て
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
英
語
教
育
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
今
年
か
ら
、
英
語

教
育
専
門
家
の
授
業
や
指
導
を

受
け
、
幼
児
期
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
体
系
的
な
英
語
教
育

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公

立
幼
稚
園
に
専
属
の
外
国
人
指

導
講
師
を
配
置
し
、
登
園
か
ら

降
園
ま
で
活
動
す
る
な
ど
、
小

学
校
で
の
英
語
教
育
へ
ス
ム
ー

ズ
な
接
続
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ
文
化
会
館
の
収
支
見

込
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
維
持
管
理
経
費
は
年

間
約
５
，
０
０
０
万

円
の
見
込
み
で
あ
る
。
使
用
料

や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
約

１
，
５
０
０
万
円
の
収
入
が
あ

り
、
持
ち
出
し
が
残
り
の
３
，

５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

旧
市
民
会
館
時
と
ほ
ぼ
同
様
の

割
合
で
あ
る
が
、
利
用
促
進
に

努
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
っ
て
い
く
。

Ａ
平
成
27
年
度
の
途
中

か
ら
始
ま
っ
た
。
健

診
や
各
種
事
業
へ
の
参
加
、
自

分
で
立
て
た
健
康
目
標
に
よ

り
、
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
、
抽
選

で
賞
品
が
あ
た
る
と
い
う
も
の

で
、
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守

る
と
い
う
き
っ
か
け
に
し
て
い

く
制
度
で
あ
る
。

Ｑ
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
内
容
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

Ｑ
老
老
介
護
や
独
居
老

人
、
認
知
症
な
ど
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
具
体
的
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

Ａ
現
在
行
っ
て
い
る
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」

は
、
地
域
で
主
体
的
に
で
き

る
取
り
組
み
と
し
て
始
め
た
。

も
っ
と
取
り
組
み
を
広
げ
て
、

さ
ら
な
る
楽
し
み
の
き
っ
か
け

と
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
他
に

は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
て
、
認
知

症
の
初
期
の
人
へ
関
わ
り
、
速

や
か
に
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
各
中
学
校
区
に
設
置

し
、
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
を
目
指
し
て
い

る
。

7 2016. 12広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



ペーロン海館の完成イメージ図

産
業
・
環
境

都
市
整
備

Ｑ
危
険
な
空
き
家
に
対

し
て
強
制
撤
去
な
ど
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
指
導
や
対

応
に
な
る
の
か
。

Ａ
４
月
に
「
相
生
市
空

家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た

の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
計
画

を
立
て
て
い
る
。
災
害
時
等
、

緊
急
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
私
有
の
建
物
や
土

地
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
放

置
さ
れ
て
い
る
物
件
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
を
探
す
こ
と
は
で

き
る
の
で
、
個
別
の
案
件
に
つ

い
て
、
相
談
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
ペ
ー
ロ
ン
海
館
の
新

設
理
由
と
内
部
に
何

が
あ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
新
設
理
由
は
、
ペ
ー

ロ
ン
に
よ
る
ま
ち
お

こ
し
で
あ
り
、
文
化
会
館
と
と

も
に
市
の
中
心
的
な
情
報
発
信

の
場
と
す
る
た
め
に
建
設
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。今
年
度
、ペ
ー

ロ
ン
を
無
形
民
俗
文
化
財
に
認

定
し
て
お
り
、
文
化
会
館
と
一

体
と
な
っ
て
、
市
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
内
部
に
つ
い
て
は
、

ペ
ー
ロ
ン
船
14
艇
全
て
を
格
納

で
き
、交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

会
議
室
や
展
示
物
な
ど
に
よ
り

ペ
ー
ロ
ン
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
市
の
農
業
施
策
や
支

援
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
耕
作
放
棄
地
を
で
き

る
だ
け
作
ら
な
い
こ

と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
農
地

中
間
管
理
機
構
の
周
知
に
努
め

て
い
る
が
、
想
定
通
り
の
活
用

に
至
っ
て
い
な
い
。
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
各
協
議
会
で
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
高
取
峠
の
ト
ン
ネ
ル

化
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
平
成
15
年
を
最
後
に

休
止
し
て
い
た
「
相

生
・
赤
穂
広
域
幹
線
道
路
整
備

促
進
協
議
会
」
が
昨
年
度
か
ら

再
開
し
た
。
坂
越
大
橋
の
開
通

に
よ
り
、
混
雑
が
緩
和
し
た
の

で
、
実
現
に
つ
い
て
は
、
見
通

し
が
読
め
な
い
。
高
取
峠
の
ト

ン
ネ
ル
事
業
化
は
兵
庫
県
が
計

画
す
る
社
会
基
本
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
、

平
成
30
年
度
の
見
直
し
時
に
入

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
協
議
会

で
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ト
イ
レ
が
な
い
公
園

が
あ
り
、
困
る
こ
と

が
あ
る
。
ど
う
に
か
な
ら
な
い

も
の
な
の
か
。

Ａ
市
内
の
都
市
公
園
は
、

地
区
公
園
、
近
隣
公

園
、
街
区
公
園
、
墓
園
が
あ
り
、

大
き
な
公
園
で
あ
る
相
生
墓
園

や
地
区
公
園
の
中
央
公
園
と
岩

屋
谷
公
園
、
近
隣
公
園
の
横
尾

池
公
園
に
は
、
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
街
区
公
園
は
徒

歩
圏
内
の
利
用
を
対
象
と
し
て

い
る
の
で
、
基
本
的
に
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
が
、
比
較
的
大

き
な
9
つ
に
は
、
設
置
さ
れ
て

い
る
。
全
体
で
41
箇
所
の
公
園

の
う
ち
、
約
3
割
の
13
箇
所
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
管
理
体
制

に
つ
い
て
は
地
元
と
相
談
を
し

て
決
め
て
い
る
。
な
お
、
現
時

点
で
、新
設
す
る
予
定
は
な
い
。

「あいさつは　みんなをつなぐ　心の握手」 82016. 12広報



駅南Ａブロックの様子

那波東公園の防災行政無線

防
災
・
消
防

行
政
一
般

コ クートスモス

Ｑ
防
災
行
政
無
線
の
具

体
的
な
使
い
方
を
教

え
て
ほ
し
い
。

Ａ
市
内
91
カ
所
に
設
置

し
て
お
り
、
緊
急
時

の
避
難
指
示
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
平
常
時
は
行
政
情
報
の
伝

達
、時
報
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

市
役
所
に
親
局
が
あ
る
が
、
自

局
の
み
で
も
使
用
は
で
き
る
。

避
難
訓
練
な
ど
で
も
使
用
し
な

が
ら
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ
豪
雨
な
ど
気
象
が
激

し
く
な
っ
た
時
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
情
報
伝
達
に
つ
い
て

は
、
広
報
車
、
エ
リ

ア
メ
ー
ル
な
ど
で
流
し
て
お

り
、
来
年
か
ら
は
防
災
行
政
無

線
が
加
わ
る
。
豪
雨
な
ど
の
際

に
は
、
ま
ず
情
報
収
集
す
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
発
信
は
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

　
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

来
年
度
改
訂
す
る
予
定
に
し
て

お
り
、
内
水
被
害
な
ど
を
追
加

し
た
Ａ
4
の
冊
子
型
に
し
、
で

き
る
だ
け
の
内
容
を
網
羅
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
行
財
政
健
全
化
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
詳

し
く
内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
健
全
化
は
今
回
で
第

3
期
で
あ
り
、
平
成

18
年
に
開
始
し
て
5
年
ご
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
第
1
期
目

は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
大
き
く
財
政
規
模
を

縮
小
し
た
。
第
2
期
目
は
、
財

政
を
絞
る
だ
け
で
は
な
く
、
子

育
て
応
援
と
し
て
11
の
鍵
な
ど

で
活
力
上
昇
を
目
指
し
た
。
第

3
期
目
は
、
社
会
保
障
経
費
の

増
加
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど

を
見
越
し
て
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
策
定

し
て
い
る
。
財
政
調
整
基
金
の

残
高
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

平
成
32
年
度
残
高
10
億
円
の
確

保
と
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒

字
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。
予

算
規
模
の
削
減
な
ど
に
取
り
組

み
つ
つ
、
目
標
を
達
成
す
る
と

い
う
の
が
概
要
で
あ
る
。

Ｑ
「
も
っ
と
活
力
上
昇
計

画
」
の
中
に
あ
る
相

生
駅
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

Ａ
新
幹
線
や
国
道
2
号

線
な
ど
交
通
の
利
便

性
は
高
く
、
駅
前
に
ス
ー
パ
ー

も
で
き
た
。
商
業
の
活
性
化
な

ど
を
含
め
て
、「
観
・
交
・
商
」

全
般
に
わ
た
る
調
査
を
、
民
間

業
者
と
連
携
し
て
今
年
度
行
う

の
で
、
そ
れ
を
分
析
し
、
活
性

化
に
努
め
た
い
。
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⑷昇給への勤務成績の反映状況
　職員の昇給は、1年間の勤務成績に応じて行ってい
ます。職員を昇給させるか否かおよび昇給させる場合
の昇給の号給数は、良好な成績で勤務した職員の号給
数を4号給とすることを標準として、以下に定める基
準に基づき決定しています。

勤務成績 昇給
区分

昇給の号給数
右記以外

の職員
55歳 を 超
える職員

勤務成績が極めて良好である Ａ 8号給以上 2号給以上
勤務成績が特に良好である Ｂ 6号給 1号給

勤務成績が良好である Ｃ 4号給（2号給） 0号給
勤務成績がやや良好でない Ｄ 2号給（0号給） 0号給

勤務成績が良好でない Ｅ 0号給 0号給
（注）（　　）は、主幹の職以上の管理職および規則で定めら

れた管理職以上の職員に適用されます。

⑸職員手当の状況
①期末手当・勤勉手当の状況（平成27年度）

相　生　市
国

区　分 期末手当 勤勉手当 計
  6月期 1.225月分 0.80月分 2.025月分

同じ
12月期 1.375月分 0.80月分 2.175月分

計 2.60月分 1.6月分 4.20月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

（参考）勤勉手当への勤務実績の反映状況
　勤勉手当は、6月1日および12月1日（基準日）にそれぞれ
在職する職員の在職期間に応じて支給され、勤勉手当は基準
日にそれぞれ在職する職員に対し、基準日以前6カ月以内の
期間におけるその者の勤務成績に応じて支給されます。

②退職手当の状況（平成28年4月1日現在）
相　生　市

国
自己都合 早期・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

同じ
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分
その他の加算措置…定年前早期退職特例措置（2～45％加算）

※1人当たり平均支給額
　　平成27年度退職者普通会計平均額16,794千円

③特殊勤務手当の状況（平成28年４月１日現在）
職員全体に占める手当支給職員の割合 29.1％
支給職員1人当たり平均支給年額（普通会計決算） 114千円
手当の種類（手当数） 9

※代表的な手当…清掃作業従事手当

④時間外勤務手当の状況（普通会計決算）

平成
27年度

支給総額 職員1人当たり平均支給年額
34,142千円 150千円

平成
26年度

支給総額 職員1人当たり平均支給年額
33,550千円 148千円

⑤管理職手当の状況（普通会計決算）

平成
27年度

支給総額 職員1人当たり平均支給年額
33,742千円 562千円

平成
26年度

支給総額 職員1人当たり平均支給年額
32,083千円 544千円

⑥その他の手当の状況（平成28年4月1日現在）

相生市 国 支給
実績

職員1人当たり
平均支給年額

扶養
手当

・配偶者13,000円/月
・扶養親族1人につき6,500 
　円（ただし、16～22歳ま
　では5,000円加算）

同
じ

21,253
千円 244千円

住居
手当 ・借家27,000円/月を限度 7,826

千円 252千円

通勤
手当

・交通機関利用者55,000　
円/月を限度
・自動車等利用者（2㎞以上）
　2,000～31,600円/月

10,406
千円 74千円

※平成27年度普通会計決算により算出

3 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴一般職員の勤務時間の状況（平成28年4月1日現在）

1週間の勤務時間 38時間45分
時間 開始時間 終了時間

勤務時間 7時間45分 8時30分 17時15分
休　　憩 1時間 12時00分 13時00分

⑵一般職の年次休暇の状況（平成27年分）
年次休暇 1年を通じ20日以内

平均取得日数 7.3日

⑶育児休業の取得状況（平成27年度）
男　性 女　性 計

０人 14人 14人

4 職員の研修および人事評価の状況
⑴職員研修の状況（平成27年度）

区　　分 研修名・派遣研修機関 受講人数
市単独研修 階層別研修、人権研修など 231人

派遣研修 県自治研修所、播磨自治研修協議会など 103人

⑵人事評価の状況
　相生市では、職員の能力開発および人材育成に資すること
を目的とし、他都市に先駆け、従来から全職員を対象に、人
事評価を行っています。
　その結果は、人事異動、昇任、給料（昇格・昇給）、勤勉手
当（ボーナス）などに的確に反映しています。

5 職員の福祉および利益の保護の状況
⑴職員の福利厚生の状況
　職員の福利厚生制度として、職員共済会を設置し、会費お
よび市からの補助金などにより事業を行っています。

【予算額・補助金・会費など】
共済会予算額 15,090千円 （平成27年度比△320千円、△2.1%）
公費補助額 2,500千円 （平成27年度比0千円）

会費額 6,250千円 給料の0.7%
その他収入額 6,340千円 手数料、行事参加負担金、基金繰入金等

会員数 241人 平成28年4月1日現在

6 公平委員会の状況
⑴平成27年度における業務の状況

勤務条件に関する措置の要求件数 0件
不利益処分に関する不服申立て件数 0件
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　市職員の給与や職員数、勤務条件などについてお知らせします。この公表は、「相生市人事行政の運営等の状況
の公表に関する条例」に基づくもので、人事行政の運営状況を市民の皆さまにお知らせし、その公平性と透明性
を高めることを目的としています。また、市ホームページでも詳しい内容を公表していますので、ご覧ください。

問総務課職員係　☎㉓7126

1 職員の任免および職員数に関する状況

(1)職員の採用・退職の状況

区　分 H27.4.1
現　在

H27.4.2～ H28.4.1 H28.4.1
現　在採用者 退職者

職員数 268 人 27 人 34 人 261 人
※平成15年４月1日と比較し、128人減少しています。

(2)部門別職員数の状況

区　分 職員数 増減数平成27年 平成28年

一般行
政部門

議　　会 3人 3人 0
総務企画 52人 52人 0
税　　務 15人 15人 0
民　　生 30人 26人 △4
衛　　生 46人 44人 △2
農林水産 9人 8人 △1
商　　工 5人 4人 △1
土　　木 20人 19人 △1
小　　計 180人 171人 △9

特別行
政部門

教　　育 48人 51人 3
小　　計 48人 51人 3

公営企
業等会
計部門

病　　院 28人 27人 △1
下 水 道 4人 4人 0
そ の 他 8人 8人 0

小　　計 40人 39人 △1
合　　計 268人 261人 △7

(3)年齢別職員構成の状況（平成28年4月1日現在）

区　分 20歳
　未満

20歳～
23歳

24歳 ～
27歳

28歳～
31歳

32歳 ～
35歳

職員数 0人 3人 25人 27人 19人

区　分 36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳 ～
47歳

48歳～
51歳

52歳 ～
55歳

職員数 30人 35人 31人 18人 32人

区　分 56歳～
59歳

60歳
　以上 合　　計

職員数 31人 10人 261人

　第5次定員適正化計画は、平成27年4月1日現在の職
員数242人（市民病院に勤務する医師、技師、看護師
の計27人を除く。）を基準として、平成28年度から平
成32年度の5年間を計画期間とするもので、平成32年
4月1日の目標職員数を250人とし、計画的に職員数の
確保を図ることとしています。計画期間中における
各年度の職員数については、再任用職員の任用状況
とのバランスなどを考慮しながら、将来にわたり職
員年齢構成などにひずみが生じないよう年度ごとに
平準化を図り、計画的な採用を行い、行政サービス
の維持・向上を図ります。

2 職員の給与の状況
(1)人件費の状況（平成27年度普通会計決算）
住 民 基 本
台 帳 人 口

（H28.1.1）

歳出額
A

実質
収支

人件費
B

人件
費率

（B/A）

26年度の
人件費率

人
30,453

千円
16,357,500

千円
512,053

千円
1,926,798

%
11.8

%
15.2

(2)職員給与費の状況（平成28年度普通会計予算）

職員数
A

給　与　費 一人当た
り給与費
（B/A）給料 職員

手当
期末・

勤勉手当
計
B

人
222

千円
809,100

千円
118,253

千円
303,167

千円
1,230,520

千円
5,543

（注）1　特別職は除く。
　  　2　給与費は予算に計上された額です（退職手当は除く）。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の
状況（平成28年4月1日現在）

一　般　行　政　職
平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額

42.0歳 149人 314,300円 357,940円

技　能　労　務　職（全体）
平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額

50.8歳 33人 267,700円 292,678円
（参考）平成27年4月1日現在、相生市のラスパイレス指数は97.6で、県

下29市中22位となっています。ラスパイレス指数とは、国の給与水
準を100として、地方公務員の給与水準と比較した数値です。

（注）平均給与月額とは、給料と各種手当（職員手当）の合計額を平均
したものです。

区分 標準的な
職務内容 職員数 構成比

参　考
1年 前 の
構成比

5年 前 の
構成比

7 級 部長 15 人 10.4% 9.5% 8.6%
6 級 課長 19 人 13.3% 12.2% 13.0%
5 級 主幹・課長補佐 22 人 15.3% 15.7% 18.0%
4 級 係長 28 人 19.4% 17.7% 19.4%
3 級 主任 15 人 10.4% 10.2% 15.1%
2 級 主事・技師 31 人 21.5% 21.1% 16.5%
1 級 主事・技師 14 人 9.7% 13.6% 9.4%

合　　計 144 人 100.0% 100.0% 100.0%
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

(4)一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

人事行政運営状況を公表します
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広報カメラマンフォト日記

●  1 月 市内各所でかき巡りウィークを実施

●  3 月 ７代目みなとの女王が決定①

●  4 月 西はりま消防本部の消防指令センターの運用が開始②

●  4 月 相生市文化会館「扶桑電通なぎさホール」が開館

●  5 月 谷口市政５期目スタート

●  7 月 相生ペーロン祭が伊勢志摩サミットの影響で７月３日に実施

● 10月 市内に小児科が開業

● 11月 相生市のシティプロモーションＰＲ動画（アニメーション）を配信③

平 成 2 8 年  相 生 市 の 1 年 間 の 出 来 事

多くの人が見物に訪れたかがしロード ゲームや作品展示がされたキッズエリアのごっつんこ広場

うまいもん広場で販売された鳥取県三朝温泉のかに汁

好天に恵まれて大盛況
2016羅漢の里もみじまつりのメインイベントが
11月13日に開催されました。ここ数年、毎年雨が
降っていましたが、今年は晴天に恵まれて多くの
人が来場。わくわく広場からスタートする矢野川
幼稚園・矢野小学校の「子どもみこし」も５年ぶ
りに実施され、人の行き来が絶えないお祭りとな
りました。

① ② ③

「気持ちよい　声の力で　みんな元気に」 122016. 12広報



まち全体で支援しよう
認知症の人や家族、支援者などが日本を横断する

「RUN伴TOMO-RROW2016」があり、たつの市か
らタスキを引き継いだ29人のランナーが市内を走
り、赤穂市へタスキを繋ぎました。チームあいお
い代表の渡

わたなべ

部政
まさひろ

弘さんは、「この取り組みをきっか
けに一人ひとりが認知症について考えられるまち
づくりをしていきたい」と話しました。

那波中学校の吹奏楽部も駆けつけ、全員で撮影

誰もが楽しめる空間
10月29日に、障害のある人などがスポーツを通し
て交流を図る「第35回あいあいスポーツ大会」が
那波中学校体育館で行われ、アジャタ玉入れ、輪
投げ・ボウリングゲームやデカパン競争など、9
種の演技を楽しみました。また、今年は、全員参
加のダンスも取り入れ、笑顔あふれる大会となり
ました。

特別な一夜を満喫
10月29日に、ほんまち商店街で「ハロウィンキャ
ンドル☆ナイト」があり、工夫を凝らした衣装を
まとった人たちが一夜を楽しみました。ガラス
キャンドルが照らす商店街の中を仮装して歩くハ
ロウィンウォークや、「トリック・オア・トリー
ト」でお菓子をもらった子どもたちは大喜び。夜
店でのバザーなど様々な催しで賑わいました。

10月22日に、いえしま自然体験センターで里海
クラブと佐用町の子どもたちが地引網を使った
稚魚の捕獲を体験しました。サッパ、キス、マ
ダイなど旬の魚が次々と網にかかり、その新鮮
な魚を刺身でいただきました。魚の生態を調べ
るために、顕微鏡での調査も行いました。中央
小学校５年生の清

し み ず

水恵
け い と

人くんは、「いろいろな魚
を調べて勉強になった」と満足そうでした。

どんな魚が獲れるかな
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受章者・表彰者などの紹介

■かがし大賞
【団体の部】CHIAKIほおずき揖保川デイサービス 
『てっぺん獲る!!ほおずきオリンピックin羅漢の里』

【個人の部】小
こ に し

西みちる『三太郎ファイト!!』

■観光協会長賞
【団体の部】デイサービス こころ『日本昔話し』

【個人の部】山
やまもと

本義
よしひろ

博『鬼コーチと8人のマーメイド』

■市長賞
【団体の部】瓜生らかんクラブ 『瓜生の祭り』

【個人の部】宮
みやもと

本順
じゅんこ

子『「金メダル」ゲット おそ松
くんオリンピック出場』

■県民局長賞
【団体の部】相生市立あおば幼稚園『祝15周年 とび

たとう 夢いっぱいの あおばっこ』
【個人の部】よっし～ふぁみり～ リターンズ!『がま

だせ！！ 熊本』

■議長賞
【団体の部】杣

そまびと

人 『今年はユーチューブ』

【個人の部】 木
きみなみ

南弥
や よ い

生・木
きみなみ

南ますみ『今日も楽しや
百万馬力』

問生涯学習課　☎㉓7144相生市文化祭入賞者(敬称略)
【菊花の部】■知事賞　村

む ら お

尾薫
かおる

　■市長賞　大
おおむら

村宏
ひろし

　■議長賞　

油
ゆ だ

田正
まさひろ

博　■教育委員会賞　田
た な か

中松
しょうご

吾　■相生市文化協会賞　

村
む ら お

尾薫
かおる

　■相生ロータリークラブ賞　大
おおむら

村宏
ひろし

　■相生ライオンズ

クラブ賞　赤
あかまつ

松行
いくぞう

三　■努力賞　内
う ち だ

田重
しげよし

吉　■兵庫県園芸・公園

協会理事長賞　油
ゆ だ

田正
まさひろ

博　■フラワーセンター園長賞　宮
みやざき

崎好
よしかず

数

■兵庫県菊花連合会会長賞　江
え む ら

村弘
ひ ろ こ

子

【茶道の部】■市長賞　中
なかつか

塚宗
そうはつ

初　■議長賞　山
やまぐち

口宗
そ う ゆ

由　■教育

委員会賞　川
かわした

下睦
む つ み

美、江
え み

見宗
そうしょう

昭　■相生市文化協会賞　山
やまさき

崎宗
そうせつ

雪

【華道の部】■市長賞　山
や ま ね

根広
ひ ろ ほ

甫　■議長賞　大
おおほり

堀玉
ぎょくよう

陽　■教育

委員会賞　大
おおさき

崎和
か ず ほ

圃　■相生市文化協会賞　吉
よ し だ

田石
せきなつ

夏　■相生

ロータリークラブ賞　山
やまもと

本緑
りょくほ

圃　■相生ライオンズクラブ賞　

岩
いわくら

倉ミネ子
こ

■市長賞　竹
たけうち

内誠
せ い じ

治（小5）、池
いけうち

内来
ら い と

翔（小1）

■議長賞　川
かわぶち

淵誠
せ い た

大（小1）、森
も り た

田沙
さ お り

織（幼稚園）

■教育委員会賞　森
も り た

田大
だ い ご

護（小2）、中
なかにし

西柚
ゆ い

衣（2歳）

■美術協会賞　松
まつむら

村晃
こ う た

汰（小6）、岡
おか

遥
ひ ば り

妃（小1）、丸
まるやま

山功
い さ ま

真（幼稚園）

■サクラクレパス賞　丸
まるやま

山了
あ し ん

真（小2）、岡
おか

勇
い ぶ き

吹（小1）

■ぎゃらりー表谷賞　一
か ず せ

瀬望
み お

央（小6）、佐
さ は ら

原小
こ む ぎ

麦（小3）

■本町商店街振興組合賞　片
かたやま

山來
く る み

美（小2）、志
し ま

摩虹
に こ

呼（幼稚園）

第29回子どもスケッチ大会入賞者(敬称略)
問生涯学習課　☎㉓7144

2016羅漢の里もみじまつり
「かがしコンテスト」入賞結果(敬称略)

問相生市観光協会　☎㉒7177

統計功労者表彰
総務大臣表彰

大
おおさき

崎和
か ず よ

代さん

秋の叙勲

瑞宝単光章
（消防功労）

松
まつばら

原季
すえのり

則さん柴
し ば た

田和
か ず お

夫さん

旭日双光章
（地方自治功労）

古
ふるさわ

澤龍
りゅういち

一さん

江
え み

見 滿
みつる

さん

藍綬褒章

危険業務従事者叙勲（警察功労）

西
にしたに

谷正
まさひこ

彦さん生
い こ ま

駒力
り き お

男さん

高齢者叙勲

古
ふるさわ

澤龍
りゅういち

一さん

瑞宝双光章
（教育功労）

椿賞

大
おおもり

森敏
と し こ

子さん
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City topics

問
税
務
課
市
民
税
係　

☎
㉓
７
１
２
８

平
成
29
年
度
に
係
る
主
な
税
制
改
正

現行 平成29年度 平成30年度以降

上限額が適用さ
れる給与収入額

1,500万円以上 1,200万円以上 1,000万円以上

給与所得控除
（※）の上限額

245万円 230万円 220万円

※給与所得控除とは、給与収入額に対して一定の金額を差し引く控除分。
　給与収入に応じて控除額が決まっており、平成29年度からその上限額が段階
　的に引き下げられる。

車種
標準税率（年額） グリーン化特例（軽課税率）

平 成27年4月1日 以 後 の
新車・新規登録車両

電気自動車・
天然ガス自動車 燃費基準①※ 燃費基準②※

三輪の軽自動車 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

四輪の
軽自動車

乗　用
営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用
営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

※燃費基準①　乗用：平成32年度燃費基準＋20％達成車、貨物用：平成27年度燃費基準＋35％達成車
※燃費基準②　乗用：平成32年度燃費基準達成車、貨物用：平成27年度燃費基準＋15％達成車
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

■
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
左
記

の
と
お
り
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

■
特
定
支
出
控
除
の
見
直
し

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
見
直
し

に
伴
い
、
特
定
支
出
合
計
額
が
、
給

与
所
得
控
除
額
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
一
律
に
給
与
所
得
控
除

額
に
加
算
し
ま
す
。

※
特
定
支
出
と
は
、
会
社
員
の
転

勤
・
通
勤
・
研
修
・
帰
省
費
用
な
ど
。

■
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
等
の
書
類
の
添
付
義
務
化

　
平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
や
平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
な
ど
に
お
い
て
、
国
外
に
居

住
し
て
い
る
親
族
に
係
る
扶
養
控
除

や
配
偶
者
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、
納
税
者
の
親
族
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
親
族
関
係
書
類
（
戸

籍
の
附
表
の
写
し
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の

写
し
な
ど
）
お
よ
び
送
金
関
係
書
類

の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

■
金
融
所
得
課
税
の
一
体
化

　
公
社
債
等
の
課
税
方
式
を
株
式
等

の
課
税
方
式
と
同
一
化
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
公
社
債

等
の
利
子
お
よ
び
譲
渡
損
益
な
ら
び

に
上
場
株
式
等
の
金
融
商
品
間
の
損

益
通
算
の
範
囲
を
拡
大
し
、
3
年
間

の
繰
越
控
除
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

■
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
係
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
延
長

　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

を
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

度
軽
自
動
車
税
を
軽
減
し
ま
す
。（
下

表
参
照
）

　
な
お
、
平
成
28
年
度
に
軽
課
と

な
っ
て
い
る
車
両
は
標
準
税
率
と
な

り
ま
す
。

★
税
制
改
正
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

15 2016. 12広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



City topics

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係　

☎
㉓
７
１
３
５

西
播
都
市
計
画
の
変
更
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す

　
都
市
計
画
の
変
更
案
を
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。

①
都
市
計
画
道
路
の
変
更

▼
種
類
　
西
播
都
市
計
画
道
路

▼
名
称
　
県
決
定
＝
西
部
幹
線

　
　
　
　
市
決
定
＝
那
波
佐
方
線

②
都
市
計
画
公
園
の
変
更
（
廃
止
）

▼
種
類
　
西
播
都
市
計
画
公
園

▼
名
称
　
市
決
定
＝
青
葉
台
第
二
公
園

③
臨
港
地
区
の
変
更

▼
種
類
　
西
播
都
市
計
画
臨
港
地
区

▼
名
称
　
市
決
定
＝
相
生
港
臨
港
地

区
（
相
生
地
区
）・
相
生
港
臨
港
地

区
（
野
瀬
地
区
）

■
縦
覧
期
間
　
12
月
13
日
㈫
～
27
日

㈫
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
都
市
整
備
課

※
①
の
県
決
定
は
兵
庫
県
都
市
計
画

課
（
県
庁
1
号
館
11
階
）
☎
０
７
８

−

３
６
２

−

４
３
０
７
で
も
縦
覧
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
変
更

案
に
意
見
の
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
中
、
県
決
定
分
は
県
知
事
に
、
市

決
定
分
は
市
長
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係　

☎
㉒
７
１
６
６

各
種
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
」
の
申
請
を
2
月
末
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
広
報
あ
い
お
い
8
月
号
6

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、

定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
空
き
家
情
報
登
録
制
度
「
空

き
家
バ
ン
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
？

　
市
内
に
あ
る
空
き
家
な
ど
の
売

買
、
賃
貸
借
な
ど
を
希
望
す
る
所
有

者
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
た
情
報

を
、
市
内
へ
の
定
住
目
的
と
し
て
、

空
き
家
の
利
用
希
望
者
に
対
し
て
紹

介
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
市
内
に
個
人
所
有
の
物
件
を
お
持

ち
で
、
売
買
や
賃
貸
を
お
考
え
の
人

は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
物
件
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
登
録

受
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
細
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
空
き
家
な
ど
の
解
体
・
管
理
や
危

険
な
空
き
家
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
へ

☎
㉓
７
１
３
０

（
早
割
・
半
年
前
納
・
一
年
前
納
・

二
年
前
納
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
前
納
に
つ
い

て
は
、
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出

印
）
の
う
え
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

金
融
機
関
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
な
ど

に
よ
り
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
減
少
し
た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

問
定
住
促
進
室　

☎
㉓
７
１
２
５

空
き
家
情
報
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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City topics

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

年
に
一
度
の
健
康
診
査
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
療
費
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す

問
子
育
て
支
援
室　

☎
㉒
７
１
７
５

母
子
家
庭
な
ど
特
別
相
談
事
業
（
巡
回
相
談
）
を

実
施
し
ま
す

問
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係　

☎
㉓
７
１
５
６

狩
猟
期
間
中
の
入
山
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
人
間
ド
ッ
ク
や
生
活
習
慣
病
健
診

（
集
団
健
診
）
を
受
診
し
て
い
な
い

人
は
、
個
別
健
康
診
査
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
40
～
74
歳
の
相
生
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者

■
受
診
期
間
　

2
月
末
ま
で

■
健
診
料
金
　
無
料

■
申
込
方
法
　
左
表
の
指
定
医
療
機

関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
診
時
に
必
要
な
も
の
　
相
生
市

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
特
定

健
康
診
査
受
診
券
（
オ
レ
ン
ジ
色
の

封
筒
で
送
付
済
）

※
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
国
保
年
金
係
に
て
再
交

付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

■
検
査
必
須
項
目
　
問
診
・
視
診
・

聴
診
・
身
体
測
定
（
腹
囲
含
む
）・

血
圧
・
血
中
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検

査
・
血
糖
検
査
・
尿
検
査

※
貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底

検
査
は
、
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
の
み
検
査
し
ま
す
。

※
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
母
子
家
庭
（
寡
婦
・
父
子
家
庭
を

含
む
）
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ
る

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
程
　

1
月
19
日
㈭

■
申
込
　
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
子
育

て
支
援
室
へ

　
3
月
15
日
㈬
ま
で
の
狩
猟
期
間
中

は
、
狩
猟
者
も
入
山
者
も
、
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
、
狩
猟
事
故
の
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
無
用
の
入
山
は
控
え
る
。

◎
入
山
時
に
は
明
る
い
色
の
服
装

で
。
白
タ
オ
ル
は
鹿
と
間
違
わ
れ
や

す
い
の
で
注
意
を
。

◎
複
数
で
入
山
し
、
会
話
な
ど
で
存

在
を
知
ら
せ
る
。

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

施
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
に
よ
り
市
指
定
の
施
療
所
で

施
術
を
受
け
た
と
き
、
割
引
が
受
け

ら
れ
る
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
医
療
保
険
の
適
用
を
受

け
る
場
合
は
対
象
外
。

■
期
間
　
平
成
29
年
3
月
ま
で

■
助
成
額
　
１
，
０
０
０
円
／
回

（
12
枚
綴
り
１
人
1
冊
ま
で
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

実施医療機関 電話番号

相生市民病院 ☎㉒7126

ＩＨＩ播磨病院 ☎㉒0380

魚橋病院 ☎㉘1395

尾崎内科クリニック ☎㉔7070

きょう整形外科医院 ☎㉒7000

栗尾整形外科 ☎㉓6666

中林内科医院 ☎㉓5003

はぎの内科クリニック ☎㉔3333

半田クリニック ☎㉒0068

半田中央病院 ☎㉒0656
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総合情報案内

新
年
交
礼
会

問
企
画
広
報
課
☎
㉓
７
１
２
１

商
工
会
議
所
☎
㉒
１
２
３
４

▼
日
時
　

1
月
5
日
㈭
11
時

▼
場
所
　
扶
桑
電
通
な
ぎ
さ

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

▼
会
費
　
１
，
０
０
０
円
／
人

（
当
日
徴
収
）

消
防
出
初
式

問
総
務
課
総
務
係
☎
㉓
７
１
２
６

　
中
央
公
園
で
の
式
典
の
後
、

ポ
ー
ト
公
園
で
一
斉
放
水
・
ぜ

ん
ざ
い
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

催
し
を
開
催
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
餅
ま
き
も
実
施

▼
日
時
　

1
月
8
日
㈰
9
時
30

分▼
場
所
　
中
央
公
園
お
よ
び

ポ
ー
ト
公
園

※
雨
天
時
は
、
扶
桑
電
通
な
ぎ

さ
ホ
ー
ル
で
式
典
の
み
開
催
。

成
人
式

問
生
涯
学
習
課
☎
㉓
７
１
４
４

▼
対
象
　
平
成
8
年
4
月
2
日

～
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
人

※
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
新

成
人
対
象
者
へ
は
、
案
内
状
を

郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
相
生
市

出
身
で
市
外
へ
転
出
さ
れ
て
い

る
新
成
人
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

1
月
9
日（
月
・
祝
）

10
時
（
受
付
開
始
9
時
30
分
）

▼
場
所
　
扶
桑
電
通
な
ぎ
さ

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー（
短
期
講

座
）「
メ
ン
ズ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

問
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
２
７
７
７

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
男
性

▼
日
時
　

1
月
11
日
㈬
、
2
月

8
日
㈬
、3
月
8
日
㈬
（
全
3
回
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所
　
生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー

▼
定
員
　
先
着
10
人

▼
申
込
　
12
月
15
日
㈭
10
時
か

ら
生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

※
電
話
で
の
受
付
不
可

市
内
の
史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時
　

1
月
13
日
㈮
13
時
市

役
所
玄
関
前
集
合
※
雨
天
中
止

▼
コ
ー
ス
　
市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
北
坂
地
蔵
→
野
瀬

１
・
２
号
墳
→
市
五
郎
椿
（
市

指
定
文
化
財
）
→
市
役
所

※
コ
ー
ス
移
動
は
バ
ス
を
使
用

▼
定
員
　
先
着
20
人

▼
持
参
品
　
水
筒
　

▼
申
込
　
12
月
15
日
㈭
か
ら
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
（
電
話
に
よ

る
受
付
は
、
休
館
日
を
除
く
9

時
30
分
～
15
時
30
分
）

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

と
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所

☎
㊸
２
３
２
１

　
エ
イ
ズ
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
感
染

に
よ
っ
て
、
体
を
病
気
か
ら

守
っ
て
い
る
免
疫
機
能
が
徐
々

に
破
壊
さ
れ
て
い
く
病
気
で

す
。感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。毎
月
第
1
・
3
火
曜
日（
午

後
）
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
無
料
・

匿
名
・
要
予
約
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

問
西
播
磨
水
道
企
業
団

☎
㉒
８
３
１
２

　
気
温
が
氷
点
下
4
℃
以
下
に

な
る
と
水
道
が
凍
結
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
屋
外
、
北
側
で
日

が
当
た
ら
な
い
場
所
、
風
当
た

り
の
強
い
と
こ
ろ
、
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
水
道
管
な
ど
は

保
温
材
を
巻
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
も
保
温
材
を
入
れ
て
、

メ
ー
タ
ー
の
凍
結
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
水
が
凍
っ
て
出
な
い

と
き
は
、
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
管
が
破
損
し
た
と
き
は

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時
　

1
月
10
日
㈫
13
時
30

分▼
場
所
　
相
生
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

お
知
ら
せ

公民館名 日　時 行　事 定員 内　容
東部

☎㉒7804
12月26日㈪
9時30分～11時30分 冬の工作教室★ 15人 対象：小学生、材料費：270円

持ち物：はさみ・木工用ボンド・ふきん
相生

☎㉒7153
1月14日㈯
10時～12時 フラダンス教室★ 12人 対象：どなたでも、参加費：無料

陸
☎㉒7803

1月21日㈯
9時30分～15時30分 新春子ども囲碁大会★ ― 対象：小・中学生、参加費：200円

公民館では、市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな講座を開催しています。
地域を問わずご参加ください。申し込みは、12月15日㈭から各公民館へ。
※★は子どもチャレンジパスポート事業。

公民館だより
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告
あなたの街の便利屋です

小さな仕事も喜んで、あなたの
お手伝いを致します。

剪定、草刈、家屋修理、
家具処分・移動、引越し など

あいサポート0791-42-4117

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
２
０
０

ポ
イ
ン
ト
達
成
者
に
粗
品
を
進
呈

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　
平
成
28
年
中
に
２
０
０
ポ
イ

ン
ト
を
達
成
し
た
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
の
人
で
特
定
健

診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
人
は
、
結
果
表
な

ど
受
診
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

1
月
10
日
㈫
～
31
日

㈫
8
時
30
分
～
17
時
15
分
　

▼
場
所
　
健
康
介
護
課

★
1
月
13
日
㈮
は
次
の
会
場
で

も
受
付
し
ま
す
。

○
9
時
～
10
時
（
若
狭
野
多
目

的
セ
ン
タ
ー
）

○
10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
矢

野
公
民
館
）

予
防
接
種
の
実
施
医
療
機
関
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　
平
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
子
ど

も
の
予
防
接
種
が
な
く
な
り
ま

し
た
。実
施
機
関
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま

す
。

女
性
の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
講

演
会
「
が
ん
と
私
。
あ
な
た
に

伝
え
た
い
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
近
年
若
い

女
性
に
増
加
し
て
い
る
病
気
で

す
。貴
重
な
体
験
談
を
通
し
て
、

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る「
が
ん
」

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
12
月
24
日
㈯
14
時
～

16
時
（
開
場
13
時
）

▼
場
所
　
姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー

ル▼
講
師
　
原は
ら

千ち
あ
き晶
さ
ん

▼
定
員
　
先
着
３
０
０
人

▼
申
込
　
12
月
16
日
㈮
ま
で
に

姫
路
市
保
健
所
予
防
課
が
ん
検

診
担
当
☎
０
７
９

−

２
８
９

−
１
６
６
１
へ
※
電
子
申
請
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
込
も
可

能
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
よ
う

問
健
康
介
護
課
長
寿
介
護
係

☎
㉒
７
１
２
４

　
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
は
、

閉
鎖
的
な
環
境
で
発
生
す
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
虐
待
を

防
止
す
る
た
め
に
は
「
虐
待
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
助
け
て

広報あいおい
　有料広告を募集！

　会社やお店の広告を
掲載しませんか？
　詳しくは、下記まで
お問い合わせください。

問企画広報課　☎㉓7123

と
言
え
る
地
域
づ
く
り
」
が
重

要
で
す
。
寝
た
き
り
や
認
知
症

な
ど
の
高
齢
者
を
抱
え
る
家
庭

や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者

同
士
の
世
帯
の
人
々
を
地
域
で

見
守
り
、
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
市
で
は
、
高
齢
者
の
た
め

の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓

７
２
６
０
）
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

新
春
あ
そ
ぼ
う
る
大
会

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
対
象
　
①
女
性
の
部
（
フ

リ
ー
・
40
歳
以
上
）、
②
男
性

の
部
（
フ
リ
ー
・
40
歳
以
上
）、

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

▼
日
時
　

1
月
15
日
㈰
9
時

▼
場
所
　
市
民
体
育
館

▼
参
加
費
　
３
，
０
０
０
円
／

チ
ー
ム
（
市
内
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
お
よ
び
登
録
チ
ー
ム
は

１
，
０
０
０
円
、
市
外
フ
ァ
ミ

リ
ー
チ
ー
ム
は
２
，０
０
０
円
）

▼
申
込
　
12
月
26
日
㈪
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
体
育
館
へ

第
3
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

▼
実
施
期
間
　
表
中
の
開
始
日

か
ら
20
回

▼
申
込
　
12
月
26
日
㈪
か
ら
受

付
。
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添

え
て
体
育
館
へ

※
受
付
開
始
日
の
8
時
30
分
に

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

教室名 曜日
(開始日） 対象 内容 時間 参加費 定員

健康体操 毎週
月・木

（1月12日㈭）

成人女性
体力づくり（ス
ト レ ッ チ、 あ
そぼうるなど）

10時～
11時30分

5,000
円

各
30人

卓　　球 成人男女 初心者を中心
とした技術指
導と体力づく
り

バレーボール
（あそぼうる含む） 毎週

火・金
（1月13日㈮）

成人女性

バドミントン 成人男女

幼児体操 幼稚園
年長児

動きづくりと
体力づくり

15時～
16時30分

2,500
円 20人
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告

総合情報案内

衛
隊
相
生
地
域
事
務
所
に
請
求

し
、
志
願
票
・
受
験
票
を
提
出

★
自
衛
官
候
補
生(

男
子)

は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
☎
㉓
５
１
５
１

「
子
ど
も
劇
場
」

☆
え
い
が
会

▼
内
容
　「
14
ひ
き
の
さ
む
い

ふ
ゆ
」「
こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
げ

き
じ
ょ
う
⑴
か
さ
じ
ぞ
う
・
じ

ゅ
げ
む
じ
ゅ
げ
む
」

▼
対
象
　
幼
児
・
小
学
生

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈮
10
時
30

分
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
図
書
館
3
階
視
聴
覚

室☆
お
は
な
し
会

▼
内
容
　
①
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
「
た
ろ
の
え
り
ま
き
」
ほ
か

②
お
は
な
し
「
こ
び
と
と
く
つ

や
」
ほ
か

▼
対
象
　
幼
児
・
小
学
生

▼
日
時
　
12
月
25
日
㈰
11
時
～

11
時
30
分

▼
場
所
　
図
書
館
3
階
①
絵
本

の
へ
や
②
お
は
な
し
の
部
屋

相
生
か
き
ま
つ
り
出
店
者

問
相
生
か
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
㉓
７
１
３
３

　
2
月
12
日
㈰
に
開
催
予
定
の

相
生
か
き
ま
つ
り
に
出
店
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
要
件
　
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
自
治
会
・
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
た
は
、相
生
市

観
光
協
会
の
加
盟
店（
露
店
の

営
業
許
可
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

▼
募
集
ブ
ー
ス
　
40
ブ
ー
ス
　

▼
出
店
料
　
１
０
，
０
０
０
円

（
飲
食
）、５
，０
０
０
円（
物
販
）

▼
申
込
　
12
月
15
日
㈭
17
時
15

分
ま
で
に
地
域
振
興
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
出

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

自
衛
官
な
ど

問
自
衛
隊
相
生
地
域
事
務
所

☎
㉓
２
７
５
０

▼
募
集
項
目
・
受
付
期
間

○
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

…
1
月
6
日
㈮
ま
で

○
貸
費
学
生(

技
術)

…
1
月
10
日
㈫
ま
で

▼
申
込
　
募
集
要
項
な
ど
を
自

募　

集

図
書
館
通
信

施設名 休庁・休館日

中央公園テニスコート
☎080-2509-6363

12月26日㈪～1月5日㈭

市民体育館 ☎㉒7129
12月27日㈫～1月5日㈭相生スポーツセンター

☎㉓3901

温水プール ☎㉓7180 12月27日㈫～1月3日㈫

図書館 ☎㉓5151
12月28日㈬～1月3日㈫

少年育成センター ☎㉓5070

子育て学習センター ☎㉒8313 12月28日㈬～1月4日㈬

羅漢の里（研修センター、
コテージなど）　　  ☎㉙0900

12月29日㈭～1月3日㈫
※12月28日㈬は
　  バーベキューのみ可

美化センター ☎㉒7160 12月31日㈯～1月3日㈫
水産物市場 ☎㉓1501 1月1日㈰～1月5日㈭
相生市消費生活センター

☎㉓7130
12月23日㈮～1月3日㈫

年末年始の公共施設休館日一覧表
施設名 休庁・休館日

市役所 ☎㉓7111

12月29日㈭
～1月3日㈫

総合福祉会館 ☎㉒7125

扶桑電通なぎさホール ☎㉓7118

生きがい交流センター ☎㉒2777

公民館／相生
　　　　陸
　　　　西部
　　　　東部
　　　　矢野
若狭野多目的研修センター

☎㉒7153
☎㉒7803
☎㉒7388
☎㉒7804
☎㉙0002
☎㉘0001

隣保館 ☎㉘0783

歴史民俗資料館 ☎㉓2961

市民病院　　 ☎㉒7126

西播磨水道企業団 ☎㉒7123

ふるさと交流館 ☎㉙1010

ささゆり苑　 ☎㉒7132 1月1日㈰
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information

入浴料 ５５０円 入浴料 ５５０円

H29．2．15 H29．2．15

求人情報
正規職員を募集します！

事務職〈身体障害者〉（平成29年度採用正規市職員）
■採用予定人員　1人
■受験資格　身体障害者手帳を有し、次の①～③

の要件を全て満たす人
①昭和51年4月2日以降に生まれた人（平成29

年4月1日における満年齢が40歳までの人）
で学校教育法による高等学校以上を卒業また
は平成29年3月に卒業見込みの人

②自力で通勤ができ、介護者なしに事務職とし
て職務の遂行が可能な人

③活字印刷文による出題および口頭による面接
に対応できる人

■第1次試験日時
○筆記試験　1月22日㈰9時30分集合

■必要書類
○受験申込書（本市所定の用紙に自筆、写真貼付）
○受験票用写真1枚（縦4.0㎝×横3.0㎝、申込前6カ月

以内に撮影した無帽・上半身・正面のもの）
　※受験申込書に貼付した写真と同一のもの。
○最終学校の卒業証明書、または卒業見込証明書
　※短期大学と同等と認められる専修学校を卒業また

は卒業見込みの人は、「人事院の認定に係る受験資
格該当証明書」を併せて用意してください。

○身体障害者手帳の写し
○連絡用封筒（長形3号の封筒に82円切手を貼り、第1

次試験結果郵送先を明記のうえ提出）
■受付期間　12月12日㈪～26日㈪
■応募方法　必要書類をそろえ総務課職員係へ持参

問総務課職員係　☎㉓ 7126

申込受付は、土・日、祝日を除く8時30分～17時15分です。

文化財専門員（パート職員）
■職　　種　学芸員
■業務内容　文化財および歴史民俗資料館業務に

関すること
■募集人員　1人
■応募資格　学芸員の資格を有し、パソコン（ワー

ド、エクセル）による簡単な文書と表の作成が
できる人（年齢不問）

■任用期間　1月4日㈬～3月31日㈮（更新あり）
■勤務時間　10時～16時（変更の可能性あり）

■休　　日　月曜日（祝祭日の場合は翌日）および不定
　期曜日
■勤務場所　歴史民俗資料館
■賃　　金　時間給980円
■手　　当　なし
■加入保険　雇用保険
■試験内容　面接（日程などは後日連絡）
■応募方法　12月20日㈫までに履歴書（写真貼付）と学

芸員の資格を証するもの（学芸員資格証明書など）の
写しを生涯学習課へ持参

問生涯学習課　☎㉓7144

診療放射線技師（正規市職員）
■採用予定人員　1人
■受験資格　昭和51年4月2日以降に生まれた人

（平成29年4月1日における満年齢が40歳までの
人）で、当該資格免許を有し、免許取得後の勤
務経験が3年以上の人

■試験内容　実技試験および面接（試験日などは
相談可）

■採用年月日　随時（相談可）

■勤務時間　8時30分～17時15分または9時45分～18時
30分

■賃　　金　基本給189,200円
　（大学新卒・平成28年4月1日現在）
　※免許取得後の勤務経歴により加算されます。
■手　　当　扶養・住居・通勤・期末・勤勉手当など
■応募方法　履歴書（写真貼付）と診療放射線技師免許

証の写しを市民病院へ提出※郵送可

問市民病院　☎㉒7126
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総合情報案内

死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所

11/4 古
ふるばやし

林　正
まさ お

雄 91 矢野町中野

11/6 川
かわもと

本　利
としあき

明 78 矢野町森

11/9 友
ともかね

兼　民
たみ お

生 69 那波南本町

11/9 山
やまもと

本　初
はつ み

美 92 若狭野町東後明

11/12 吉
よし だ

田　博
ひろゆき

之 71 矢野町上

11/22 嶋
しまむら

村　美
み つ え

津江 86 旭 2丁目

11/22 松
まつ だ

田　享
きょうこ

子 80 旭 5丁目

11/23 小
こばやし

林　正
ただし

84 青葉台

11/24 坂
さかもと

元　富
とみ

96 緑ケ丘 3丁目

11/25 柴
しば た

田　スミヱ 94 大谷町

おくやみ ご冥福をお祈りします

休日診療当番医（在宅当番医制）

12月

18日㈰ しんりゅうクリニック ☎�6287
23日㈮ 佐藤泌尿器科 ☎�6345
25日㈰ 内藤医院 ☎㉒0672
31日㈯ 半田中央病院 ☎㉒0656

1月

1日㈰ 魚橋病院 ☎㉘1395
2日㈪ ＩＨＩ播磨病院 ☎㉒0380
3日㈫ 栗尾整形外科 ☎㉓6666
8日㈰ 相生市民病院 ☎㉒7126
9日㈪ はぎの内科クリニック ☎㉔3333

( 注 )  9 時から 17 時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

12月
11～20日 三業㈱

夜　☎㉒5129
昼　☎㉒5129

21～31日 ㈲小林水道工業所
夜　☎㉒0223
昼　☎㉒0041

1月
1～10日 ﾃﾗﾓﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ㈱

夜　☎㉕1312
昼　☎㉔0066

11～20日 ㈱山陽設備工業所
夜　☎㉓7888
昼　☎㉓7888

健康　  情報
問保健センター　☎㉒7168

得

　睡眠不足が続くと、心臓病・糖尿病やがんになる
リスクが高くなると言われています。
また、ホルモンバランスが乱れて肥満にもなりやす
く、記憶力も低下します。そして、免疫力が低下し、
カゼや病気にかかりやすくなります。
　仕事などで睡眠時間が確保できない場合は、睡眠
の質を高めて健康を保ちましょう。

睡眠の質を高めるポイント
★入浴時は適温のお湯に浸かり心身を温める
★就寝前はマッサージをしたり、心地よい
　音楽を聴いてリラックスする
★起床後は日光に当たる
★適度な運動を行う

睡眠の質を高めて
カゼ予防！

健康に関する

お得情報を

ご紹介！！

年末年始の準備と急病時の対応を！
問龍野健康福祉事務所　☎0791�5150

　年末年始の医療機関は休診になることが多いため、
あらかじめ診療日や時間を確認しておくと安心です。
　お子さんの急病やけがで、緊急に病院に行く必要が
あるかどうか迷ったときには、かかりつけ医への相談
のほか、小児救急医療電話相談窓口を活用しましょう。
　また、「こどもの救急ホームページ」には症状別に受
診が必要かどうかの判断の目安を掲載しています。
■兵庫県小児救急医療電話相談　☎#8000
　※ダイヤル回線、IP電話の場合は☎078-304-8899へ
　▶相談時間　18時～24時
　　（日曜・祝日・年末年始は9時～24時）

平成28年度
　コミュニティ助成事業により整備しました

問地域振興課まちづくり推進係　☎㉓7130
　宝くじの収益による自治総合センター
からの助成を受け、テント9張、机64台、
椅 子39脚、 座 椅 子20脚、 草 刈 り 機3台、
発電機1台、投光器5台を購入しました。

保健師 Y.A
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information

相生市那波大浜町 44-20 ℡ 0791-22-2806

相生市陸本

キッチン

お菓子・和洋

楽しいイベント

本町 15-29 

－地域のお客様との fa

ンスタジオハリマ 
洋食のお料理教室を毎月開催。

トを企画して皆様をお待ちしてい

ＬＰガスのご用命から、灯油

のご相談まで、あらゆる生活

ace to face を大切に－ 

います。 

油・石油機器、住宅リフォーム

活のニーズにおこたえします。 

くらしの相談 予：要予約
相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 12月21日㈬
13:30～15:00

総合
福祉会館

　総務課　
☎㉓7126

弁護士による消費生活
相談 予

12月21日㈬
9:30～11:30

市役所
3号館

地域振興課
☎㉓7130女性のための相談室 予 1月10日㈫

13:00～16:00
旧

市民会館

消費生活相談 毎週月～金曜日
9:00～16:00

市役所
3号館

姫路若者サポート
ステーション出張相談 予

12月19日㈪
10:00～13:00

総合
福祉会館

地域振興課
☎㉓7133

知的障害者相談 12月15日㈭
9:30～12:00

総合
福祉会館

社会福祉課
☎㉒7167身体障害者相談 1月8日㈰

10:00～12:00

精神障害者相談 1月14日㈯
13:30～15:30

教育相談
「相生サテライト」 予

12月15日㈭
1月12日㈭

総合
福祉会館

赤穂特別
支援学校
☎㊸9266

もの忘れ相談 12月16日㈮
13:30～15:30

総合
福祉会館

地域包括
支援センター

☎㉓7260

弁護士による法律相談 予
12月17日㈯
1月7日㈯
9:00～12:00 総合

福祉会館

社会福祉
協議会

☎㉓2666
ふれあい心配事相談 1月10日㈫

13:30～16:00

農地相談 予 1月10日㈫
13:30～15:30

農業委員会
☎㉓7140

教育相談 毎週 ㈫・㈭
13:00～16:00

少年育成センター
☎㉓5070

エイズ・肝炎相談 予 12月20日㈫
13:20～15:00 赤穂健康福祉事務所

☎㊸2321
栄養相談 予 1月13日㈮

9:30～11:30

新規創業相談 予 1月6日㈮
13:00～16:00

商工会議所
☎㉒1234融資相談 予

就活セミナー 予 12月15日㈭
14:00～16:00

ハローワーク相生
☎㉒0920

交番(駐在)別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 39 0 54
那 波 野 19 0 28
中 央 通 47 0 58
丘 の 台 16 0 16
若 狭 野 39 1 58
矢 野 8 0 10

合計 168 1 224

人身交通事故発生件数（10月末累計）
問相生警察署　☎㉒0110

市税などの納期限のお知らせ
問徴収対策室　☎㉓7152

納期限：12月26日㈪

・固定資産税（3期）
・国民健康保険税（6期）
・後期高齢者医療保険料（6期）
・介護保険料（5期）

※国保税を口座振替で納付していた人で、　
　新たに後期高齢者医療保険の対象（75歳）
　となった人は、再度、申し込みが必要です。
※口座振替の人は、残高確認を！

　成年後見制度（任意後見制度を含む）
に経験豊富な専門職による無料巡回相
談です。※先着順・予約不要
■日時　 12月19日 ㈪13時30分 ～16時

（13時～15時30分受付）
■場所　総合福祉会館1階101研修室
■相談員　司法書士 中

なかばやし

林 善
よ し み

実さん

問西播磨成年後見支援センター
☎0791�7294

専門職による
成年後見・くらしなんでも相談会

表紙は、若狭野産の米と大豆
を使用した「若さの味噌」の
仕込み風景です。近年は、ゆ

ずみその人気も相まって、仕込みの時期
が早まっているそうです。30 年以上に
わたり、愛され続けた地元の味。寒い季
節に「若さの味噌」を使った味噌汁を飲
むと、優しい気持ちになりますね。

編 集

後 記
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アウトドアスポーツの楽しさを伝えたい

大
おおいそ

礒　寛
ひ ろ や

也 さん（青葉台小6年）

　ぼくの将来の夢は、アウトドアスポーツ・インストラクターで
す。ぼくは、小さい時からお父さんとハイキングやスキーをしたり、
海に行ったりする中で、少しずつスキーがすべれるようになった
り、泳げるようになったりしました。何でもできるようになるのは、
ぼくにとってとてもうれしいことです。自然の中で遊ぶのは気持
ちがよく元気が出るので、他の人にもこの楽しさを伝えたいと思
いました。
　しかし、危険なこともあるので、事故防止のことも考えなけれ
ばなりません。そのために、ぼくは体をきたえたり、いろんなこ
とを体験したり、自然やその危険性を勉強したりして、毎日の時
間を大切に使おうと思います。
　たくさんの人が自然の中でスポーツを楽しみ、元気いっぱいに
なってほしいと思います。

●広報あいおいは再生紙を使用しています。

あいおいえんじぇるず

まおちゃん（Ｈ27.8.2生）

内
う つ み

海さん（大谷町）

我が家のわんぱく娘です。

はるくん（Ｈ28.1.9生）

破
は ま

魔さん（赤坂 1 丁目）

生まれてきてくれて、ありがとう！！

概ね3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、保
護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれかの
方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

My Dream
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　市の人口・世帯数
＜平成28年10月末現在＞

　　　　　　　　　（　）は先月比

●世帯数　13,405世帯（+27）
●人　口　30,263人（+16）
　　  男　 14,633人（+19）
　　  女　15,630人（-3）

　　出生17人　死亡37人
　　転入83人　転出47人

☆★☆ おすすめの児童書 ☆★☆

山のクリスマス

　初めてお母さんから離れてクリスマス
休暇をアルプスの山で過ごすことになっ
た町の子ハンシ。最初は、緊張していま
したが、休暇が終わる頃には、たくまし
く成長し、町へ帰ります。

ルドウィヒ・ベーメルマンス／文・え
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